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佐
用
町
行
財
政
改
革
実
施
計

画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
に
基
づ

い
て
取
り
組
ん
で
き
た
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
経
費
や
職
員
の
削

減
、
滞
納
町
税
な
ど
の
収
入
確
保

な
ど
、
平
成
18
年
度
の
取
り
組
み

状
況
を
公
表
し
ま
す
。

■
事
務
事
業
の
見
直
し
、　

　

財
源
の
確
保

　

事
務
事
業
の
見
直
し
は
、
町
税

な
ど
徴
収
体
制
の
強
化
や
、
公
共

施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遊
休
地
の
売
却
な
ど
も

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
億
４
０
万
８
千
円
の
効
果

■
定
員
及
び
給
与
関
係
の

　

見
直
し

　

定
員
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
、

職
員
数
を
計
画
的
に
削
減
し
、
各

種
手
当
の
支
給
基
準
を
見
直
し
ま

し
た
。

　

歳
出
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る

人
件
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
給

与
関
係
、
職
員
数
の
削
減
に
つ
い

て
は
、さ
ら
に
改
革
を
行
い
ま
す
。

　

職
員
数　
　

10
人
減

　

１
億
９
、２
０
７
万
８
千
円
の

　

効
果

■
経
費
の
節
減
合
理
化
等

　

財
政
の
健
全
化

　

公
共
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
経

費
や
事
務
経
費
、
各
種
補
助
金
な

ど
の
見
直
し
を
行
い
、
経
費
の
削

減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費

に
つ
い
て
は
、
旧
町
か
ら
の
継
続

事
業
で
、
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま

し
た
。

　

８
、９
０
９
万
４
千
円
の
効
果

　
■
情
報
化
の
推
進
・
協
働

　

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

行
政
情
報
を
、
で
き
る
だ
け
町

民
の
み
な
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
く

お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
広
報
、

防
災
行
政
無
線
の
内
容
充
実
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
町
に

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
を
行
う

た
め
の
工
事
を
南
光
、
三
日
月
地

域
か
ら
行
い
、
19
年
度
末
に
は
佐

用
、
上
月
地
域
も
完
成
し
、
よ
り

い
っ
そ
う
の
情
報
化
の
推
進
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
も
、
13
の

地
域
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
、

行
政
と
町
民
が
協
働
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
環
境
配
慮
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

対
策
の
推
進

　

役
場
な
ど
で
の
排
出
物
の
抑
制

や
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
電
気
、
燃
料

な
ど
の
使
用
量
削
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

３
、１
１
２
万
５
千
円
の
効
果

　
　■

町
議
会
の
改
革
・
選
挙

　

事
務
な
ど
の
改
革

　

町
議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
比
べ
32
人
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
次
回
の
選

挙
か
ら
は
さ
ら
に
２
人
の
減
と
な

り
ま
す
。

　

選
挙
事
務
に
つ
い
て
も
、
有
権

者
の
利
便
性
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
用
町
で
の
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
か

た
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
着
実

に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
け
て
取

り
組
み
ま
す
。
実
施
状
況
に
つ
い

て
は
今
後
も
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９

　
　
　
　
　
　
　
　

滞
納
町
税
な
ど
の
徴
収
体
制
の
強
化
や
経
費
削
減
な
ど
の
取
り
組
み
で
、
５
億
１
、２
７
０
万
円
の
効
果

平成１８年度の主な行財政改革効果額
（単位 : 千円）

取　り　組　み　内　容 効　果　額
　定員適正化計画に基づく職員数の削減 ６６，３３３ 

　地域手当、寒冷地手当などの廃止 ３７，４８８ 

　時間外勤務手当などの抑制 ４５，１２３ 

　滞納町税などの収納率向上 １８２，２２０ 

　遊休地の売却 １８，１８８ 

　公共施設などの維持管理経費の削減 １１３，８４９ 

　臨時職員の削減 ４３，１３４ 

　旅費の見直し ６，３７０ 

合　　　計 ５１２，７０５ 

町
行
財
政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
実
施
状
況
を
公
表
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身
近
な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
政
情
報
を
お
届
け
し
ま
す　
　
　

　

佐
用
町
桜
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
は
、「
第
３
回
佐
用
町
桜

ま
つ
り｣

を
４
月
６
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
バ
ザ
ー
な
ど
、
幅
広

い
年
齢
の
か
た
が
た
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
に
ぎ
や
か
な
お

祭
り
で
す
。
今
年
も
多
く
の
み

な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
と
き

　

４
月
６
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
～
（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ

　

笹
ケ
丘
公
園
笹
ヶ
丘
ド
ー
ム

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
町
桜
ま
つ
り
実
行
委
員

　

会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
）

　
　
　
　

☎
82
・
０
６
７
０

満
開
の
桜
を

　
　

見
に
行
き
ま
せ
ん
か

　
「
第
３
回
佐
用
町
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す　

　

平
成
18
年
度
か
ら
進
め
て
き

た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
工
事
も

ほ
ぼ
完
了
し
、
い
よ
い
よ
全
町
域

で
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴

で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

宅
内
工
事
を
完
了
さ
れ
た
ご
家

庭
で
は
す
で
に
、「
佐
用
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
の
試
験
放
送
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　

工
事
の
完
了
に
伴
い
、
４
月
１

日
（
火
）
か
ら
「
佐
用
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
の
放
送
を
次
の
と
お
り
開
始

し
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
映
像

や
、
文
字
放
送
で
の
行
政
情
報
な

ど
を
放
送
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
放
送
開
始
の
日
時

　

４
月
１
日
（
火
）
午
前
６
時
～

■
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

ア
ナ
ロ
グ　

７
チ
ャ
ン
ネ
ル

■
番
組
内
容

・
行
政
情
報

　

文
字
放
送
に
よ
る
、
行
政
機
関

　

か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど

・
行
政
番
組

　

姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
撮
影
の

　

映
像
に
よ
る
、
町
内
の
イ
ベ
ン

　

ト
、
祭
り
、
学
校
行
事
な
ど

・
一
般
情
報

　

ま
ち
か
ど
カ
メ
ラ
マ
ン
撮
影
の

　

映
像
に
よ
る
、
町
内
の
地
域
イ

　

ベ
ン
ト
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

　 

 佐用チャンネル放送開局記念イベント
　公開番組収録

“ だいすき  佐用 ”   
■と　き　３月２９日（土）
　　　　　午後１時３０分～
■ところ　さよう文化情報センター
■内　容
　・KiRiKo（中西桐子さん）二胡ライブ
　・まちづくりについての映像ほか
　・その他アトラクション
■入場無料（どなたでも入場いただけます）
■申し込み不要（当日会場へお越しください）
■お問い合わせ　
　まちづくり課　☎８２- ０６６４

未

▼

▼

▼

▼
▼

「
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

　
　
　
　
　

４
月
か
ら
放
送
開
始
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■
対
象
者

　

75
歳（
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、

申
請
に
よ
っ
て
認
定
を
受
け
た
か

た
は
65
歳
）
以
上
の
か
た
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

証
は
ミ
ニ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
一
緒

に
３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
３

月
末
ま
で
に
、
被
保
険
者
証
が
届

か
な
い
と
き
は
、
福
祉
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
老
人
保
健
で
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
や

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
か
た
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
認
定
証
や
受
療
証
が
被

保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
医
療
機
関
な
ど
で
医
療
を
受
け

る
と
き

　

４
月
１
日
以
降
は
、
送
付
さ
れ

た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

証
で
医
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
の
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
や
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
証
を
必
ず
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

で
の
負
担
割
合
は
老
人
保
健
と
同

様
で
す
が
、
所
得
や
世
帯
の
状
況

に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
給
付

　

老
人
保
健
と
同
様
の
給
付
が
受

け
ら
れ
る
ほ
か
、
葬
祭
費
や
新
た

に
高
額
介
護
合
算
療
養
費
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
給
付
の
申
請
は
今
ま

で
ど
お
り
、
福
祉
課
で
手
続
き
で

　
　
　
　
　
　

対
象
者
に
は
被
保
険
者
証
を
３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す　

　

厚
生
年
金
保
険
料
が
、
給
与

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
事
業
主
か
ら
保

険
料
の
納
付
や
資
格
な
ど
の
届

出
が
さ
れ
て
い
な
い
か
た
に
、

年
金
を
支
払
う
法
律
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
ま
で
は
、
厚
生
年
金
保
険

料
が
給
与
天
引
き
さ
れ
て
い
て

も
、
事
業
主
か
ら
保
険
料
の
納

付
や
厚
生
年
金
の
資
格
な
ど
の

届
出
が
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ

て
、
保
険
料
の
徴
収
権
が
時
効

消
滅
と
な
る
２
年
を
経
過
し
た

と
き
は
、
そ
の
記
録
は
年
金
に

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
厚
生
年
金
特

例
法
の
成
立
で
、
厚
生
年
金
保

険
料
の
給
与
天
引
き
が
あ
っ
た

こ
と
が
、
年
金
記
録
確
認
第
三

者
委
員
会
で
認
定
さ
れ
た
と
き

は
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て

年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

◆
事
業
主
は
、
保
険
料
の
徴
収

権
が
時
効
消
滅
と
な
る
２
年
を

経
過
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
保

険
料
を
納
付
で
き
る
こ
と
と
な

り
、
社
会
保
険
庁
は
そ
の
納
付

を
勧
奨
し
ま
す
（
事
業
主
が
廃

業
し
て
い
る
場
合
に
は
、
役
員

で
あ
っ
た
者
に
納
付
を
勧
奨
し

ま
す
）。

◆
社
会
保
険
庁
は
、
事
業
主
ま

た
は
役
員
が
、
保
険
料
を
納
付

し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
事
業

主
名
ま
た
は
役
員
の
氏
名
を
公

表
し
ま
す
（
保
険
料
が
納
付
さ

れ
た
か
否
か
明
ら
か
で
な
い
場

合
を
除
き
ま
す
）。

■
お
問
い
合
わ
せ

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
７
９-

２
２
４-

６
３
６
１

ま
た
は
、

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」 

☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
）

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.sia.go.jp/

）

　

厚
生
労
働
省
・
社
会
保
険
庁

厚
生
年
金
特
例
法
に
つ
い
て

　

年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
が
認
定
し
た
場
合
に
は
、
社

会
保
険
庁
は
年
金
記
録
を
訂
正
し
、
年
金
額
に
反
映
し
ま
す
。

４月からはこの「被保険者証」をご利用ください

４
月
１
日
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
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き
ま
す
。

■
老
人
保
健
の
障
が
い
認
定
を
受
け

て
い
る
6�
歳
以
上
7�
歳
未
満
の
か
た

　

そ
の
ま
ま
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
障
が
い
認
定
を

取
り
下
げ
る
こ
と
で
、
被
保
険
者

と
な
ら
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に
福

祉
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
と
な
っ
た
あ
と
で
も
、
い

つ
で
も
将
来
に
向
か
っ
て
障
が
い

認
定
を
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
４
月
２
日
以
降
に
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
と
な
る
か
た

　

75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は

誕
生
日
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、

申
請
に
よ
っ
て
広
域
連
合
の
認
定

を
受
け
た
65
歳
以
上
の
か
た
は
、

認
定
日
当
日
か
ら
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

■
保
険
料

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ

と
り
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
保
険
料
は
、
均

等
割
額
（
４
３
、９
２
４
円
）
と

所
得
割
額
（
基
礎
控
除
後
の
総
所

得
金
額
等
×
８
．
０
７
㌫
）
を
合

算
し
た
額
で
す
（
50
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
）。

●
低
所
得
者
へ
の
軽
減

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
及
び

世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ

て
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

（
所
得
が
確
認
で
き
て
い
る
被
保

険
者
は
、
申
請
の
必
要
が
な
く
適

用
さ
れ
ま
す
）。

●
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
へ
の

軽
減

　

資
格
取
得
日
の
前
日
に
お
い

て
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
か
た
は
、
資
格
取
得
日
の

属
す
る
月
以
降
、
２
年
を
経
過
す

る
月
ま
で
の
間
に
限
り
、
均
等
割

額
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
、
所
得
割

額
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
平
成
20
年
度
の
特
例
措

置
と
し
て
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

９
月
ま
で
は
保
険
料
が
徴
収
さ
れ

ず
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま

で
は
９
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
と

は
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
、
健
康

保
険
組
合
、
各
共
済
組
合
な
ど
の

医
療
保
険
の
扶
養
家
族
の
こ
と
で

す
。
国
民
健
康
保
険
や
国
民
健
康

保
険
組
合
に
加
入
し
て
い
る
か
た

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
納
付
開
始
時
期

【
特
別
徴
収
の
か
た
】
平
成
20
年

４
月
１
日
現
在
75
歳
以
上
の
か
た

で
、年
金
天
引
き
に
な
る
か
た
は
、

平
成
20
年
４
月
支
給
の
年
金
か
ら

納
付
と
な
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収
の
か
た
】
平
成
20
年

７
月
か
ら
納
付
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
額
の
通
知

　

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
、

平
成
20
年
７
月
に
送
付
さ
れ
ま
す

（
特
別
徴
収
の
か
た
は
、
仮
徴
収

額
の
決
定
通
知
書
が
、
平
成
20
年

４
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

■
広
域
連
合
の
役
割
と
町
の
事
務

　

こ
の
制
度
の
運
営
は
、
兵
庫
県

内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す
る
兵

庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
行
い
ま
す
。
町
で
は
、
被
保
険

者
証
の
引
渡
し
や
保
険
料
の
徴

収
、
各
種
届
け
出
、
申
請
の
受
付

等
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。
老

人
保
健
と
同
様
に
、
各
種
届
け
出

や
申
請
は
、
今
ま
で
ど
お
り
役
場

福
祉
課
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　
　

☎
82
・
０
６
６
１

　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局

　

☎
０
７
８
・
３
２
６
・
２
６
１
２

　

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
に

よ
る
〝
ね
ん
き
ん
特
別
便
〟
に

関
す
る
出
張
年
金
記
録
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

３
月
26
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

ね
ん
き
ん
特
別
便
が

　

送
付
さ
れ
て
い
る
か
た
の
う
ち
、

　

記
録
の
相
談
を
し
た
い
か
た

■
持
参
物

　

①
ね
ん
き
ん
特
別
便
の
書
類
一
式

　

②
被
保
険
者
の
か
た
は
年
金

　
　

手
帳
、
年
金
受
給
者
の
か

　
　

た
は
年
金
証
書

　

③
印
か
ん

■
ご
注
意　

ご
本
人
以
外
の
代

　

理
者
が
来
ら
れ
る
場
合
、
ご

　

本
人
か
ら
の
委
任
状
（
書
式

　

は
問
い
ま
せ
ん
）
と
、
委
任

　

さ
れ
た
か
た
の
運
転
免
許
証

　

な
ど
、
本
人
確
認
の
で
き
る

　

も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

委
任
状
は
、
役
場
住
民
課

　

や
各
支
所
総
合
窓
口
課
・
三

　

河
出
張
所
に
も
あ
り
ま
す
。

■
お
願
い　

加
入
記
録
に
訂
正

　

が
あ
る
場
合
は
、
ね
ん
き
ん
特

　

別
便
の
年
金
加
入
記
録
照
会
票

　

に
、
前
も
っ
て
可
能
な
限
り
ご

　

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
６
１

　

住
民
課

　

☎
82
・
０
６
６
０

「平成 8 年１２月以前に、旧姓で
年金に加入していたかたは、ご
注意ください」
　年金記録もれには、さまざまな
ケースが考えられますが、とりわけ
多いのが、基礎年金番号導入前に旧
姓で年金制度に加入した場合です。
　基礎年金番号に結びつかない年金
記録の中には、結婚などによって名
字を変更していると考えられる記録
が、多く含まれています。確認はご
自宅からでもできますので、まずは、
社会保険事務所にご照会ください。
■お問い合わせ
　姫路社会保険事務所
　☎０７９- ２２４- ６３６１

年金記録確認のための
旧姓履歴のお申し出を

ね
ん
き
ん
特
別
便

　   

出
張
年
金
記
録
相
談
会
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平
成
20
年
４
月
か
ら
の
医
療
制
度
改
正
に

伴
い
、
平
成
20
年
３
月
31
日
の
有
効
期
限
の

保
険
証
、
高
齢
受
給
者
証
及
び
各
認
定
証
を

お
持
ち
の
か
た
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
し
い

保
険
証
に
な
り
ま
す
（
平
成
20
年
４
月
か
ら

始
ま
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
対
象

者
の
か
た
だ
け
の
世
帯
に
は
、
３
月
下
旬
に

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
送
付
し

ま
す
。
左
記
参
照
）。

　

更
新
は
、
次
の
表
の
日
程
で
町
職
員
が
伺

い
ま
す
の
で
、「
更
新
場
所
」
で
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
保
険
証
と
、
新
し
い
保
険
証
を

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ビ
ニ
ー
ル
カ

バ
ー
は
現
在
の
も
の
を
使
用
し
て
い
た
だ

き
、
交
換
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
は
保
険

証
か
ら
は
ず
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
加
入
者
に
異
動
が
あ
る
場
合

は
、
更
新
ま
で
に
本
庁
住
民
課
ま
た
は
各
支

所
総
合
窓
口
課
、
三
河
出
張
所
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

■
更
新
時
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
高
齢
受
給
者
証
及
び
各
認
定
証

・
保
険
証
を
紛
失
の
場
合
は
、
本
人
確
認
が

　

で
き
る
も
の
と
印
か
ん

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
を
更
新

【佐用地域　保険証更新日程表】
対象集落 時　間 場　所

３ 

月

27

日

（木）

横坂 9:00 ～   9:20 横坂集会所
口金近 9:30 ～   9:50 口金近クラブ
奥金近 9:55 ～ 10:15 奥金近クラブ
奥長谷 10:30 ～ 10:45 奥長谷生活改善センター
口長谷・宗行 10:55 ～ 11:35 長谷生活改善センター
海内 13:30 ～ 13:45 海内公民館
桑野 13:55 ～ 14:10 桑野クラブ
庵 14:15 ～ 14:30 庵クラブ
平福地区 14:40 ～ 15:40 地域福祉センター
延吉 15:50 ～ 16:05 延吉クラブ
奥海 9:30 ～   9:50 奥海クラブ
若州 10:00 ～ 10:10 若州公民館
上石井・青木 10:20 ～ 11:10 石井体育館前
水根 11:20 ～ 11:30 水根公民館
大船・中ノ原 13:20 ～ 13:50 大船部落公民館
中土居 13:55 ～ 14:10 中土居クラブ
峠 14:15 ～ 14:30 峠クラブ

3

月

28

日

（金）

東中山 9:00 ～   9:15 東中山公民館
大畠 9:20 ～   9:35 大畠クラブ
末包 9:40 ～ 10:00 末包クラブ
平谷 10:10 ～ 10:20 平谷クラブ
淀 10:30 ～ 10:40 淀クラブ
豊福 10:50 ～ 11:20 江川小学校体育館前
仁方 13:15 ～ 13:30 仁方クラブ
甲大木谷 13:40 ～ 13:55 甲大木谷公民館
乙大木谷 14:05 ～ 14:20 乙大木谷クラブ
西河内 14:25 ～ 14:40 西河内クラブ
福沢 14:45 ～ 15:10 福沢クラブ
山脇・真盛・柴谷 9:00 ～   9:30 真盛農業集落センター
山田 9:45 ～ 10:00 山田クラブ
西山・山王 10:10 ～ 10:40 西山会館
上長尾・下長尾 10:50 ～ 11:20 上長尾クラブ
本位田甲・本位田乙 11:30 ～ 11:50 本位田甲構造改善センター
円応寺・大願寺 13:10 ～ 13:30 円応寺クラブ

上記以外の佐用
地区及び上記日
時に更新に来ら
れないかたは、
３月２８日（金）
及び３１日（月）

8:30 ～ 17:30 本庁住民課

【上月地域　保険証更新日程表】
対象集落 時　間 場　所

3

月

27

日

（木）

皆田 9:00 ～   9:10 皆田集会所
大垣内 9:20 ～   9:30 大垣内集会所
福吉、本郷 9:40 ～ 10:00 上月保健福祉センター
才金、金子 10:10 ～ 10:20 才金集会所
桜山 10:30 ～ 10:40 桜山集会所
田和 10:50 ～ 11:00 田和集会所
来見 11:10 ～ 11:20 来見集会所
南中山 11:30 ～ 11:40 南中山集会所
金屋 11:50 ～ 12:00 金屋集会所
宇根 13:30 ～ 13:40 宇根集会所
須安 13:45 ～ 13:55 須安集会所
力万 14:00 ～ 14:10 いこいの里西之庄
樫ケ渕、
越田和、
判官、稗田

14:15 ～ 14:30 西大畠集会所

久木原 14:40 ～ 14:50 久木原集会所
小日山 15:00 ～ 15:10 小日山集会所
早瀬２ 15:25 ～ 15:35 早瀬 2 集会所
早瀬１ 15:40 ～ 15:50 早瀬 1 集会所

3

月

28

日

（金）

大日山 9:00 ～   9:10 大日山集会所
西新宿 9:20 ～   9:30 西新宿集会所
上秋里 9:40 ～   9:50 上秋里集会所
下秋里 10:00 ～ 10:10 下秋里集会所
円光寺 10:20 ～ 10:30 円光寺集会所
櫛田 10:40 ～ 11:00 櫛田集会所
小赤松 11:10 ～ 11:20 小赤松集会所
大酒 11:30 ～ 11:40 大酒集会所
久崎、家内 13:15 ～ 13:30 久崎地区センター
仁位 13:40 ～ 13:50 仁位集会所
下上月 14:00 ～ 14:10 下上月集会所
寄延 14:20 ～ 14:30 寄延クラブ
目高 14:40 ～ 14:50 目高集会所
上上月、
中上月 15:00 ～ 15:20 上月支所

　総合窓口課

上記日時に更新
に来られないか
たは、
３月２８日（金）
及び３１日（月）

8:30 ～ 17:30 上月支所
　総合窓口課
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■現在使用されている「国民健康保険被保険者証」の有効期限をご確認ください。
国民健康保険被保険者証の有効期限 対　　　　　　　　　　　　応

有効期限が平成２０年３月３１日

「後期高齢者医療制度」の
対象者だけの世帯

３月下旬に「後期高齢者医療制度」の被保険証が
送付され、国民健康保険被保険者証は更新せず、
不要になります。

「後期高齢者医療制度」の
対象者を含む世帯

３月下旬に「後期高齢者医療制度」の被保険証が
送付され、今回、国民健康保険被保険者証の更新
も必要です。

「退職者医療制度」の対象者
を含む世帯 今回、国民健康保険被保険者証の更新が必要です。

有効期限が平成２０年１１月３０日まで
７５歳未満のかた（一定の障害
があり、申請により認定を受け
た６５歳以上のかたを除く）

今回、国民健康保険被保険者証の更新の必要はあ
りません。

平成 20 年４月からの　　主な制度改正の内容
■７５歳以上のかたの変更点　７５歳（一定の障がいがあり、申請によって認定を受けたかたは６５歳）以上
　のかたは、国保から脱退して後期高齢者医療制度の被保険者となります。
■退職者医療制度　対象年齢が、６５歳未満に変わります。
■高齢受給者の自己負担割合　７０歳～７４歳のかた（現役並み所得者を除く）の自己負担割合は平成２１年
　３月までの１年間は１割に据え置かれます。
■６５歳～７４歳の国保加入者の国保税の年金天引き　６５歳以上７５歳未満の国民健康保険加入者の国保税
　の納付は、４月から、年金からの天引き（特別徴収）が始まります。
　　ただし、年金額が１８万円未満の場合や、介護保険料の天引きと合わせた額が年金額の２分の１を超える
　場合は、天引きは実施されません。この場合は、今までと同様に個別に納めることになります。（普通徴収）

【南光地域　保険証更新日程表】
対象集落 時　間 場　所

3

月

27

日

（木）

多賀 9:00 ～   9:25 多賀生活改善センター
中島・米田 9:30 ～   9:55 中安小学校体育館前
小山 10:00 ～ 10:25 小山コミュニティセンター
安川 10:30 ～ 10:55 安川生活改善センター
土井 11:00 ～ 11:15 土井公民館
宝蔵寺 11:20 ～ 11:35 宝蔵寺公民館
林崎 13:00 ～ 13:25 林崎コミュニティセンター
東徳久 13:30 ～ 13:55 東徳久生活改善センター
西徳久 14:00 ～ 14:25 西徳久公民館
平松 14:30 ～ 14:55 平松生活改善センター

3

月

28

日

（金）

漆野 9:00 ～   9:25 漆野公民館
西下野 9:30 ～   9:55 西下野多目的集会所
下三河 10:00 ～ 10:25 下三河生きがい創造センター
中三河 10:30 ～ 10:55 三河コミュニティセンター
河崎 11:00 ～ 11:25 河崎公民館
船越 11:30 ～ 11:55 船越公民館
下徳久 13:00 ～ 17:30 南光支所　総合窓口課
上三河 13:00 ～ 17:30 三河出張所

上記日時に更新
に来られないか
た（中安、徳久地
区）は、
３月２８日（金）
及び３１日（月）

8:30 ～ 17:30 南光支所　総合窓口課

上記日時に更新
に来られないか
た（三河地区）
は、
３月２８日（金）
及び３１日（月）

8:30 ～ 17:30 三河出張所

【三日月地域　保険証更新日程表】
対象集落 時　間 場     所

3

月

27

日

（木）

大内谷 9:00 ～   9:15 大内谷クラブ
添谷 9:20 ～   9:35 添谷クラブ
鎌倉 9:40 ～   9:55 鎌倉クラブ
仁増 10:00 ～ 10:15 仁増クラブ
中村 10:20 ～ 10:35 中村クラブ
湯小 10:40 ～ 10:55 湯小クラブ
弦谷 11:00 ～ 11:15 弦谷クラブ
広山 11:20 ～ 11:50 広山クラブ
三日月 13:30 ～ 14:10 三日月クラブ
西市 14:20 ～ 14:35 西の脇集会所
乃井野 14:40 ～ 15:20 乃井野クラブ
茶屋 15:30 ～ 16:00 茶屋クラブ

3

月

28

日

（金）

久保 9:00 ～   9:30 久保クラブ
島脇 9:40 ～ 10:00 島脇クラブ
新宿 10:10 ～ 10:35 新宿クラブ
西大畑 10:50 ～ 11:00 西大畑クラブ
東大畑 11:05 ～ 11:20 ほっとちゃん
三ツ尾

・大下り 11:25 ～ 11:35 三ツ尾集会所

三原 11:40 ～ 11:50 三原クラブ
田此 13:20 ～ 13:50 田此クラブ
真宗 14:05 ～ 14:30 真宗クラブ
志文 14:40 ～ 14:55 志文クラブ
春哉 15:00 ～ 15:15 最明寺
徳平 15:20 ～ 15:40 徳平クラブ

上記日時に更新
に来られないか
たは、
３月２８日（金）
及び３１日（月）

8:30 ～ 17:30 三日月支所
　総合窓口課

■現在使用されている「高齢受給者証」「各認定証」の有効期限をご確認ください。
　高齢受給者証の有効期限が平成２０年３月３１日のかた、負担割合が１割のかたは更新が必要です。
　各認定証（限度額適用認定証など）の有効期限が平成２０年３月３１日のかたは、更新が必要です。
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私
た
ち
の
周
り
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
へ
の
就
職
・
職
場

に
お
け
る
不
利
な
扱
い
や
、
車

イ
ス
で
の
入
店
や
ア
パ
ー
ト
へ

の
入
居
を
断
ら
れ
る
な
ど
、
障

が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
が

阻
ま
れ
る
人
権
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
社
会
の
中
で
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
〝
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
〟
の
実
現
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
す
る
に
は
、
取
り
除
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

障
壁
（
バ
リ
ア
）
が
あ
り
ま
す
。

　

目
に
見
え
る
も
の
に
は
、
車

イ
ス
利
用
者
な
ど
へ
の
道
路
の

段
差
、
駅
や
建
物
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
不
備
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
に
く
い
も
の
に

は
、
身
体
障
が
い
者
盲
導
犬
へ

の
理
解
不
足
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
要
約
筆
記
や
手
話
通
訳
の
普

及
不
足
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
バ
リ
ア
は
、
最

近
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の

普
及
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
解

消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
番
重
要

な
バ
リ
ア
は
、
障
が
い
の
あ
る

人
は
我
慢
し
て
当
た
り
前
と
い

う
よ
う
な
考
え
か
た
や
、
障
が

い
の
あ
る
人
を
特
別
視
し
た

り
、排
除
し
た
り
す
る
意
識
（
こ

こ
ろ
の
バ
リ
ア
）
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
「
で
き
る
こ
と
」
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

障
が
い
が
あ
る
人
の
人
権

⑫

★
わ
た
し
た
ち
に

　
　
　
　

で
き
る
こ
と
★

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
ま
ち

で
困
っ
て
い
た
ら
、
ま
ず
「
お

手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
も
し
、
そ
の
人
が

希
望
す
れ
ば
、
気
持
ち
よ
く
手

を
貸
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

一
方
的
な
決
め
付
け
や
偏

見
・
言
葉
・
態
度
は
、
人
権
侵

害
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
互
い

の
違
い
を
認
め
合
い
、
と
も
に

支
え
合
う「
共
生
社
会
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
民
プ
ー
ル
「
あ
め
ん
ぼ
」
は

幼
児
か
ら
高
齢
の
か
た
ま
で
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、

資
格
を
も
っ
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
個
人
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た

指
導
を
行
い
ま
す
。

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

◆
募
集
コ
ー
ス　

下
表
の
と
お
り

◆
会
費
な
ど　
　
　
　
　
　
　
　

　

①
入
会
金　

千
円　

　

②
年
会
費　

千
円　

　

③
月
会
費　

４
千
円

　
　
　
（
歩
く
コ
ー
ス
は
２
千
円
）

◆
お
申
し
込
み　

随
時
受
付

◆
申
込
み
に
必
要
な
物

　

①
会
費
な
ど

　

②
写
真　
（
縱
２
㌢
×
横
２
㌢
）
１
枚

　
　
　
　
　
（
縱
４
㌢
×
横
３
㌢
）
２
枚

　

③
印
か
ん

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

ふ
れ
あ
い
町
民
プ
ー
ル

　
　
　
「
あ
め
ん
ぼ
」

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
１
２
３

さ
あ
始
め
よ
う  

プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り

　
　

★ 

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集 

★　―

町
民
プ
ー
ル
あ
め
ん
ぼ―

時間 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 時間 土曜日

12:30
～

13:30

コース 9:00
～

10:00

コース 泳ぐ（Ｇ６）
対　象 対　象 幼～小学生

年　齢 年　齢 ３～１２歳

13:30
～

14:30

コース 泳ぐ（H ２） 歩く（Ｎ１） 歩く（Ｎ５） 10:00
～

11:00

コース アクアビクス（Ｑ６）
対　象 一　　般 一　　般 一　　般 対　象 一　　般
年　齢 １８歳以上 おおむね４０歳以上 おおむね４０歳以上 年　齢 １３歳以上

14:30
～

15:30

コース 11:00
～

12:00

コース
対　象 対　象

年　齢 年　齢

15:30
～

16:30

コース 泳ぐ（Ｃ２） 13:00
～

14:00

コース 泳ぐ（Ｂ６）
対　象 小学生 対　象 幼　児
年　齢 ６～１２歳 年　齢 ３～６歳

16:30
～

17:30

コース 泳ぐ（Ｂ２） 泳ぐ（Ｃ３） 泳ぐ（Ｂ４） 泳ぐ（Ｄ５） 14:00
～

15:00

コース 泳ぐ（Ｃ６）
対　象 幼　児 小学生 幼　児 小学生 対　象 小・中学生
年　齢 ３～６歳 ６～１２歳 ３～６歳 ６～１２歳 年　齢 ６～１５歳

17:30
～

18:30

コース 泳ぐ（Ｄ２） 泳ぐ（Ｄ３） 泳ぐ（Ｄ４） 泳ぐ（Ｃ５） 15:00
～

16:00

コース 泳ぐ（Ｄ６）
対　象 年長・小学生 年長・小学生 小学生 幼～小学生 対　象 年長～中学生
年　齢 ５～１２歳 ５～１２歳 ６～１２歳 ３～１２歳 年　齢 ５～１５歳

18:30
～

19:30

コース 泳ぐ（Ｘ） 泳ぐ（Ｅ３） 泳ぐ（Ｘ） 泳ぐ（Ｅ５） 16:00
～

18:00

コース 泳ぐ（Ｘ）
対　象 選　手 幼～中学生 選　手 年長～中学生 対　象 選　手
年　齢 ３～１５歳 ５～１５歳 年　齢

19:30
～

20:30

コース 泳ぐ（Ｌ２） 歩く（Ｎ３） アクアビクス（Ｑ４） 泳ぐ（Ｌ５） 18:00
～

19:00

コース 泳ぐ（Ｌ６）
対　象 一　　般 一　　般 一　　般 一　　般 対　象 一　　般
年　齢 １３歳以上 おおむね４０歳以上 １３歳以上 １３歳以上 年　齢 １３歳以上

スイミングスクール日程表
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2008/ ３月号

■とき　４月２７日（日）
　　　　午前９時３０分～午後４時３０分
　　　　　（受付は午後３時３０分まで）
■ところ　播磨科学公園都市
　　　　　ＳＰｒｉｎｇ - ８
■入場料　無料（お気軽にお越しください）
■内容
　●施設見学会、科学講演会、科学実
　　演・工作など
　★見学ツアー
　　中学生以上限定で 4 月１１日 ( 金 )
　　までに申込みが必要です。申込み
　　方法はホームページまたはチラシ
　　をご覧ください。応募多数の場合
　　は抽選となります。
　●写真コンテスト
　　あなたもカメラマンになって、施
　　設公開のようすを撮影してみませ
　　んか。応募方法などは、当日配付
　　のパンフレットをご覧ください。
■詳しくは、ホームページをご覧いた
　だくかチラシをご覧ください。
■お問い合わせ
　㈶高輝度光科学研究センター
　広報室　☎０７９１- ５８- ２７８５
　ホームページ
　　 www.spring8.or.jp/ja/news/facility_event/open_sp807

　　世界に誇る最先端科学技術に
　　ふれてみませんか

「ＳＰｒｉｎｇ - ８」施設を
　４月２７日（日）に公開

　

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
町
ぐ
る
み
健
診

が
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
生
活
習
慣
病
に
か

か
っ
て
い
る
か
た
や
、
そ
の
予
備

群
を
減
ら
す
こ
と
で
医
療
費
の
適

正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
型
肥
満
）
に
着
目
し
、
予
防

重
視
の
健
診
・
保
健
指
導
を
行
う

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
る
健
診
・
保
健

指
導
の
対
象
者
は
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
全
て
の
か
た
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は

医
療
保
険
者
が
行
う
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
保
険

者
と
は
、
国
民
健
康
保
険
、
健
康

保
険
組
合
、
政
府
管
掌
健
康
保
険

な
ど
の
発
行
元
で
す
（
保
険
証
で

確
認
で
き
ま
す
）。

　

町
は
、
国
民
健
康
保
険
の
「
医

療
保
険
者
」
と
な
り
ま
す
の
で
、

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
町
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施

し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
加
入
者

　

町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
か
た
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る
健

康
保
険
の
保
険
者
ま
た
は
、
お
勤

め
先
か
ら
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
通
知
が
あ
る
予
定
で
す
の

で
、
そ
れ
に
従
っ
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

今
ま
で
の
、
が
ん
検
診
な
ど
は

従
来
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

４
月
か
ら
町
ぐ
る
み
健
診
が

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
に
変
わ
り
ま
す

３９歳以下の
かた全員

７５歳以上の
かた全員（及
び６５歳から
７４歳で老人
保健をお持ち
のかた）

４０歳から７４歳のかた

国民健康保険
加入者

国民健康保険
以外の保険加
入者

健診は町が
実施します

特定健診
健診は町が実施

医療保険者が
指定する健診
機関で受診

健診は町が
実施します

特定保健指導
特定健診後、メタボリックシン
ドローム該当者、予備群のかた
に生活改善支援を行います

【特定健診・特定保健指導の受診区分】
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上
月
支
所
地
域
振
興
課
で
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
」
の
ス

タ
ッ
フ
の
協
力
で
、
特
に
初
心

者
を
対
象
に
し
た
、
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
実
際
に
操
作

を
し
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
に

重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
」
ス

タ
ッ
フ
の
活
動
は
、
パ
ソ
コ
ン

を
電
話
や
テ
レ
ビ
と
同
じ
よ
う

に
、
私
た
ち
の
生
活
の
道
具
と

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
気
楽
に

利
用
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
特
別
な
資
格
は
不

要
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
仕
事
や

生
活
で
日
常
的
に
使
っ
て
い
る

か
た
で
、
こ
の
取
り
組
み
に
関

心
が
あ
る
か
た
な
ら
Ｏ
Ｋ
で
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
86
・
１
２
１
０

「
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
」
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

平
成
20
年
度
の
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
、
町
内
す
べ
て
の
土

地
、
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載

し
た
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
を
し
ま
す
。

■
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

　
　
　

～
４
月
30
日
（
水
）

　
　
　

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

■
場
所　

税
務
課

　
（
支
所
で
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
）

■
そ
の
他　

縦
覧
に
は
印
か
ん
が

　

必
要
で
す
。

※
こ
の
縦
覧
期
間
以
外
で
も
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

閲
覧
に
は
印
か
ん
が
、
ま
た
同

居
親
族
以
外
の
代
理
人
に
は
、
委

任
状
が
必
要
で
す
。

　

本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
提
示

を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す

　

４
月
１
日
（
火
）
～
４
月
�0
日
（
水
）
ま
で
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
し
ま
す

　

単
車
、
軽
自
動
車
な
ど
の
税
金

「
軽
自
動
車
税
」
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

車
両
を
処
分
し
た
り
、
他
人
に

譲
っ
た
と
き
に
は
、
４
月
１
日
ま

で
に
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
、

引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
の
方
法

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc

　

以
下
）・
小
型
特
殊
（
ト
ラ
ク

　

タ
ー
な
ど
）
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

　

レ
ー
ト
と
印
か
ん
を
持
参
し
、

　

役
場
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
、

　

出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
自
動
二
輪
・
軽
四
自
動
車
は
販

　

売
店
か
佐
用
郡
自
家
用
自
動
車

　

協
会
（
☎
82
・
２
４
１
６
）
で

　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

原
付
、
農
耕
用
車
な
ど
を
新
し

く
購
入
し
た
り
譲
り
受
け
た
か
た

は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
印
か

ん
、
販
売
証
明
書
、
廃
車
証
明
書

な
ど
を
持
参
し
、
役
場
税
務
課
、

ま
た
は
各
支
所
、
出
張
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２

軽
自
動
車
の
廃
車
な
ど
の

　
　
　   

手
続
き
は
３
月
中
に

　

単
車
、
軽
自
動
車
な
ど
の
税
金
「
軽
自
動
車
税
」
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
車
両

を
処
分
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
と
き
に
は
３
月
中
に
廃

車
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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●
２
月
３
日
（
日
）

●
加
古
川
河
川
敷
公
園
コ
ー
ス

　

中
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
幅

広
い
年
代
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

は
、
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
昨
年

の
冬
休
み
か
ら
合
同
で
練
習
を
積

み
重
ね
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

こ
の
大
会
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

選
手
は
、
ふ
る
さ
と
佐
用
の
期
待

を
胸
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

【
男
子
４
部
】
６
位

【
女
子
３
部
】
３
位
入
賞

　

勢
能
由
望
（
１
区
）
齋
明
寺
千

佳
（
２
区
）
大
野
成
実
（
３
区
）

横
山
萌（
４
区
）谷
口
由
衣（
５
区
）

●
２
月
16
日
（
土
）

●
佐
用
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
参
加
チ
ー
ム
数

　

男
子
（
混
合
）
９
、
女
子
５
、

　

計
14
チ
ー
ム

【
男
子
（
混
合
）】

優　

勝　

チ
ー
ム･
オ
ブ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス

　
　
　
　

江
川
ヴ
ィ
ー
（
江
川
小
学
校
）

準
優
勝　

三
日
月
小
Ａ
（
三
日
月
小
学
校
）

第
三
位　

利
神
ぞ
う
さ
ん
ず（
利
神
小
学
校
）

【
女
子
】

優　

勝　
マ
イ　

フ
レ
ン
ド（
三
日
月
小
学
校
）

準
優
勝　

三
日
月
小
Ａ（
三
日
月
小
学
校
）

第
三
位　
イ
エ
ロ
ー
パ
ン
サ
ー（
江
川
小
学
校
）

●
２
月
17
日
（
日
）

●
上
月
体
育
館

●
参
加
チ
ー
ム
数

　

一
般
男
子
（
混
合
）
の
部
９
、一

般
女
子
の
部
８
、わ
か
ば
男
子（
混

合
）
の
部
４
、
計
21
チ
ー
ム　

【
一
般
男
子
（
混
合
）
の
部
】

●
１
位
リ
ー
グ

優　

勝　

元
気
印
（
た
つ
の
市
）

準
優
勝　

な
ん
や
も
ん
屋（
佐
用
町
）

●
２
位
リ
ー
グ

優　

勝　

元
気
魂
（
た
つ
の
市
）

●
３
位
リ
ー
グ

優　

勝　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

　
　
　
　
　

え
か
わ
Ａ（
佐
用
町
）

【
一
般
女
子
の
部
】

●
上
位
リ
ー
グ

優　

勝　

ミ
ラ
ク
ル
（
川
西
市
）

準
優
勝　

上
月
ク
ラ
ブ（
佐
用
町
）

●
下
位
リ
ー
グ

優　

勝　

華
の
森
Ｌ
ａ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ

　
　
　
　
　
　

  　
　
（
佐
用
町
）

準
優
勝　

ラ
ッ
キ
ー
（
佐
用
町
）

【
わ
か
ば
男
子
（
混
合
）
の
部
】

優　

勝　

ラ
ッ
キ
ー
Ｊ
ｒ（
佐
用
町
）

準
優
勝　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

　
　
　
　

え
か
わ
Ｂ
（
佐
用
町
）

●
２
月
10
日
（
日
）

●
上
月
体
育
館

●
参
加
チ
ー
ム
数　

８
チ
ー
ム

優　

勝　

久
崎
Ｊ
Ｖ
Ｃ

準
優
勝　

徳
久
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

　
　
　
　

ル
ク
ラ
ブ

第
三
位　

三
河
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

　
　
　
　

ル
ク
ラ
ブ

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

　

町
内
外
の
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

第
6�
回
男
子
／
第
��
回
女
子

兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
争
大
会

第
６
回
佐
用
町

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

平
成
20
年
３
月
31
日
（
月
）

の
請
求
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う

と
、
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
、

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が

消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
特
別
弔
慰
金
受

給
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場

合
、
他
の
ご
遺
族
が
受
給
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
17
年
４
月
１
日

か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
既
に
請
求
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
重
ね
て
請
求
し
て
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
４
月
１

日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
か
た

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
な
ど
の
子

３　

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
か

た
な
ど
は
除
き
ま
す
）

４　

前
記
３
以
外
の
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５　

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
三

親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の

死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
か

た
に
限
り
ま
す
）

■
給
付
内
容

　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の

記
名
国
債

■
請
求
窓
口

　

お
住
ま
い
の
市
区
役
所
・
町

村
役
場

　

町
内
在
住
の
か
た
は

　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

特
別
弔
慰
金
の

　

請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

請
求
期
限
は
、
平
成
�0
年
３
月
�1
日
（
月
）
で
す　

３位入賞を果たした女子チーム

佐
用
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

佐
用
郡
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

キ
ラ
キ
ラ
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
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三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
、
西
部
地
域
で
構
成
す
る

多た
か
と
や
ま

賀
登
山
部
会
が
、２
月
11
日
に
、

部
会
名
に
も
な
っ
て
い
る
「
多
賀

登
山
（
標
高
４
４
１
．
７
㍍
）」

山
頂
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
西
部
地
域
の
各
地
区

か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
る
「
多
賀

登
山
」
に
、
地
域
住
民
が
も
っ
と

愛
着
を
持
つ
こ
と
と
、
健
康
づ
く

り
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
化
を

目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
三
ツ
尾
ぶ
ど
う
集
荷

場
前
で
開
会
式
を
行
っ
た
後
出
発

し
、
途
中
、
循
環
型
社
会
拠
点
施

設
建
設
予
定
地
で
に
し
は
り
ま
環

境
事
務
組
合
職
員
に
よ
る
、
現
地

案
内
を
経
て
、登
頂
。
山
頂
で
は
、

藤
東
義
澄
部
会
長
手
作
り
の
記
念

標
柱
を
参
加
者
で
立
て
た
後
、
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
下
山
途
中
に
は
自
主

的
に
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
、
地
元
南

広
地
区
の
婦
人
部
の
か
た
が
た
が

甘
酒
や
焼
き
芋
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
づ
く

り
へ
ま
た
一
歩
、
前
進
し
た
取
り

組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

渡
邉
敏
夫
さ
ん
（
茶
屋
上
）
は
、

「
地
域
づ
く
り
で
、
こ
の
よ
う
に

目
に
見
え
る
か
た
ち
で
の
取
り
組

み
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
。
こ

れ
か
ら
も
も
っ
と
、
み
ん
な
が
参

加
で
き
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
今
日
は
、
本
当

に
い
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ
30

地
域
づ
く
り
へ
ま
た
一
歩

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会　

山頂での記念撮影

　４月６日（日）午後１時 30分から、大イトザクラ治療と保存についての説明会が、光福寺で行なわる予定です。
■お問い合わせ　教育委員会・総務課文化財係　☎８２- ２４２４

　

春
３
月
、
四
季
の
う
ち
で
も

新
し
い
息
吹
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
季
節
で
す
。
春
を
代
表
す

る
、
日
本
人
に
も
っ
と
も
親
し

ま
れ
て
い
る
植
物
と
い
え
ば
桜

で
す
。

　

今
回
は
、
漆
野
に
あ
る
光
福

寺
の
大
イ
ト
ザ
ク
ラ
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
イ
ト
ザ
ク
ラ
は
、
別
名

〝
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
〟と
も
呼
ば
れ
、

光
福
寺
境
内
か
ら
長
い
枝
を
土

塀
の
外
ま
で
伸
ば
し
垂
れ
て
い

ま
す
。
樹
高
は
13
㍍
、
地
上
1.5

㍍
で
の
幹
回
り
は
2.6
㍍
あ
り
、

推
定
樹
齢
は
三
百
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン

の
栽
培
品
種
で
野
生
種
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
イ
ト
ザ
ク
ラ
も

植
栽
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
県

内
で
も
珍
し
い
老
大
木
で
あ

り
、
昭
和
59
年
３
月
28
日
に
、

県
指
定
天
然
記
念
物
と
な
り
ま

し
た
。

　

毎
年
、
花
の
咲
く
こ
ろ
に
な

る
と
多
く
の
観
光
客
も
見
物
に

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
光
福
寺
の
本
堂

は
、
一
本
の
ケ
ヤ
キ
か
ら
柱
材

を
得
て
建
て
ら
れ
た
と
言
わ

れ
、
播
磨
一
本
堂
と
も
称
さ
れ

て
い
ま
す
。
建
築
は
元
禄
９
年

（
一
六
九
六
）
で
あ
り
、
多
少
の

改
造
は
あ
る
も
の
の
、
当
初
の

形
態
を
良
く
と
ど
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
５
年
６
月
23
日

に
町
指
定
建
造
物
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
本
堂
と
サ
ク
ラ
、
共

に
約
三
百
年
を
経
て
現
代
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
本
堂
の

新
築
記
念
に
サ
ク
ラ
を
植
え
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
近
年
枝
が
枯
れ
る
な

ど
、
弱
っ
て
き
た
サ
ク
ラ
の
樹

勢
を
回
復
す
る
た
め
、
昨
年
か

ら
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
人
間
の
行
為
の
影
響
が

大
き
い
よ
う
で
す
。

　

サ
ク
ラ
が
回
復
し
、
満
開
の

花
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
日
を

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ　

佐
用
町
の
誇
り　
⑨　

～
大
イ
ト
ザ
ク
ラ
と
播
磨
一
本
堂
～ 

記念標柱をみんなで立てました

   甘酒で一休み

治療のようす
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２
月
17
日
に
長
谷
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
、
西
日
本
高
速
道
路
㈱

津
山
工
事
事
務
所
の
協
力
で
、
地

域
探
訪
ト
ン
ネ
ル
探
検
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
気
温
は
低
か
っ
た
も

の
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
約
80
人
の

参
加
者
は
、
工
事
中
の
中
国
横
断

自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線
を
歩
く
、

約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス

を
、
１
時
間
10
分
ほ
ど
で
見
学
し

な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

途
中
、
利
神
山
ト
ン
ネ
ル
な
ど

を
通
っ
た
り
、
大
型
の
作
業
車
を

見
学
し
た
り
、
ま
た
中
国
縦
貫
自

動
車
道
と
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付

近
を
見
学
し
た
り
し
て
、
参
加
者

は
、「
い
ろ
い
ろ
な
見
学
が
で
き

て
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
が
変
わ
っ
て
い

く
よ
う
す
を
肌
で
実
感
で
き
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
参
加
し
て

よ
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
終
え
た
参
加

者
に
は
、
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん

が
ふ
る
ま
わ
れ
、
冷
え
た
体
を
温

め
な
が
ら
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

長
谷
地
域
づ
く
り
協
議
会　

変
わ
り
ゆ
く
地
域
を
肌
で
実
感

子どもから高齢者までたくさんのかたが参加しました

　
　

●
家
庭
や
地
域
の
か
た
が
た
に
、
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
す
る

　
　

●
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る（
早
寝
、早
起
き
、き
ち
ん
と
し
た
食
事
な
ど
）

　
　

●
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
に
で
も
礼
儀
正
し
い
態
度
を
心
が
け
る

　
　

●
新
年
度
へ
の
、
目
標
や
目
的
を
持
っ
て
日
々
の
生
活
を
送
る

　
　

●
危
険
玩
具
（
エ
ア
ガ
ン
な
ど
）
は
、
使
用
し
な
い

　
　

●
火
遊
び
は
し
な
い

　
　

●
危
険
な
場
所
（
線
路
、
池
、
工
事
現
場
な
ど
）
に
行
か
な
い

　
　

●
不
審
な
車
、
電
話
の
誘
い
に
乗
ら
な
い

　
　

●
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
気
を
つ
け
る

　
　

●
夕
方
、
暗
く
な
ら
な
い
う
ち
に
帰
宅
す
る

　
　

●
行
き
先
、
帰
宅
時
刻
を
家
の
人
に
き
ち
ん
と
伝
え
る

　
　

●
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
、
節
度
あ
る
使
い
か
た
を
す
る

　
　

●
買
い
物
の
マ
ナ
ー
を
守
る

　
　

●
法
に
触
れ
る
行
為
は
絶
対
に
し
な
い

　
　

●
「
い
か
・
の
・
お
・
す
・
し
」
を
徹
底
し
て
守
る

　
　
　
（
い
か･･･

行
か
な
い　

の･･･

乗
ら
な
い　

お･･･

大
声
を
出
す　

す･･･

す
ぐ
逃
げ
る　

し･･･

知
ら
せ
る
）

　
　

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

教
育
委
員
会
教
育
推
進
課　

☎
82
・
２
４
２
５

　
　

不
審
者
情
報
な
ど
は
、
迅
速
に
警
察
署
（
一
一
〇
番
）
へ

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う

　

佐
用
町
保
幼
小
中
高
児
童
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
で
は
、
春
休
み
中

の
子
ど
も
た
ち
に
次
の
よ
う
な
指
導
を
し
ま
す
。

   

ふ
れ
あ
う
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

   

守
ら
せ
ま
し
ょ
う

   

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
皆
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
・
安
心
へ
の
見
守
り

の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

大型作業車も見学

  ジャンクション付近ホルモン焼きうどんで体力回復
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町
内
に
数
多
く
あ
る
文
化
財

を
、
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
、

文
化
財
消
火
訓
練
が
１
月
27
日

に
佐
用
都
比
売
神
社
周
辺
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
法
隆

寺
の
金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た
こ

と
か
ら
、
同
日
が
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
、
こ
の

日
を
中
心
と
し
て
貴
重
な
文
化

財
な
ど
を
火
災
等
の
災
害
か
ら

守
る
と
と
も
に
、
住
民
の
文
化

財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
で
防
火
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
消
防
団
佐
用
支
団

（
５
隊
）、
消
防
署
及
び
消
防
団

幹
部
な
ど
総
勢
83
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
前
８
時
30
分
の
出
動
命
令

に
よ
り
出
動
し
た
消
防
署
及
び

消
防
団
員
は
、
神
社
境
内
の
火

点
に
向
け
、
佐
用
川
な
ど
３

カ
所
の
水
利
か
ら
総
延
長
約

８
４
０
㍍
に
わ
た
っ
て
ホ
ー
ス

を
素
早
く
延
長
し
、
的
確
な
消

火
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

訓
練
を
見
守
っ
た
地
域
の
住

民
は
、
迅
速
か
つ
機
敏
な
行
動

で
消
火
訓
練
を
行
っ
た
団
員
を
、

「
万
一
の
と
き
に
も
こ
の
訓
練
の

よ
う
に
活
動
し
て
ほ
し
い
」
と

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
に

　

町
消
防
団
文
化
財
消
火
訓
練　
　

本番さながらの消火訓練

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る

環
境
問
題
に
つ
い
て
、
体
験
活
動

な
ど
を
通
じ
て
県
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
の
向
上
を
図
り
、
県
民
に

よ
る
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す

る
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境

学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
「
ひ
ょ

う
ご
環
境
体
験
館
（
仮
称
）」
が

３
月
20
日
（
木
）
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

■
所
在
地　

　

佐
用
町
光
都
一
丁
目
３
３
０-

３

　
　
　
（
播
磨
科
学
公
園
都
市
内
）

■
施
設
規
模

・
敷
地
面
積

　
　

５
、０
０
０
平
方
㍍

・
延
床
面
積

　
　

９
９
５
平
方
㍍

■
施
設
機
能

【
シ
ア
タ
ー
】
地
球
規
模
の
危
機

　

的
状
況
等
を
映
像
で
表
現

【
地
球
工
房
】
科
学
実
験
、
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
実
験
、
環
境
工
作
、
く

　

ら
し
の
知
恵
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

　

が
で
き
る
体
験
型
環
境
学
習
プ

　

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

【
エ
コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】
環
境
関
連

　

パ
ネ
ル
・
昆
虫
標
本
等
の
展
示
、

　

パ
ソ
コ
ン
で
の
情
報
検
索
・
関

　

連
図
書
な
ど
の
閲
覧

【
わ
ん
ぱ
く
広
場
】
風
や
音
や
光

　

を
使
っ
て
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
な

　

ど
で
環
境
を
感
じ
る
遊
び
の
場

■
施
設
に
導
入
し
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
地
球

温
暖
化
対
策
技
術
（
主
な
も
の
）

　

県
産
木
材
、
屋
上
・
壁
面
緑
化
、

　

太
陽
光
発
電
、小
型
風
力
発
電
、

　

雨
水
・
中
水
利
用
、
高
効
率
断

熱
材
、
地
熱
利
用
（
空
調
）

■
一
般
公
開

　

３
月
20
日
（
木
）
正
午
か
ら

■
開
館
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時（
予
定
）

■
入
館
料　

無
料

■
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
と
12
月

　

29
日
～
１
月
３
日
（
予
定
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
健
康
生
活
部
環
境
政
策

局
環
境
学
習
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
８
９
４

体
験
学
習
を
通
じ
て
環
境
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う

「
ひ
ょ
う
ご
環
境
体
験
館
（
仮
称
）」
が
３
月
�0
日
（
木
）
に
オ
ー
プ
ン　

職
員
の
人
事
異
動

★
退
職
（
平
成
�0
年
２
月
��
日
付
）　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

◆
谷
口
悠
一
（
西
は
り
ま
天
文
台
公
園
業
務
課
主
事
）

　

町
職
員
の
起
こ
し
た
不
祥
事

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
懲
戒
処

分
等
を
行
い
ま
し
た
。

◆
懲
戒
免
職

　

藤
元
幹
憲
（
地
籍
調
査
課
主
幹
）

◆
減
給

　

町　

長　

１
／
10　

３
カ
月

　

副
町
長　

１
／
10　

２
カ
月

　
水
道
課
長　

１
／
10　

１
カ
月

　
水
道
課
参
事　

１
／
10　

１
カ
月
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2008/ ３月号

　　　　
　　　　救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

首を痛めている場合の手当

　自動車やオートバイの事故、高いところからの転落だ
けでなく、足を踏み外しての転倒でも首の骨 ( 頸椎 ) を
痛めることがあります。このような事故のときは、首を
動かさないようにするのが大切です。首の骨の骨折は、
折れた骨がずれて頸髄神経を損傷すると、首から下の動
きが麻痺するなど重大な後遺症を残すことがあるので、
注意が必要です。

１．安全の確認
　傷病者に近寄る前には、周囲
の安全を確認し、状況にあわせ
て自らの安全を確認してから近
づきます。車が通る道路などに
人が倒れている場合には、特に
気をつけます。
２．首が痛いかなどを聞く
　●首が痛いか？ 
　●手足がしびれるか？
　●手足に力が入らないか？ 
　●呼吸が苦しいか？
　これらの症状がひとつでもあれば、首の骨を痛めてい
ると判断します。
３．首が動かないようにする
　●意識があれば、頭や体を動か
　　さないように伝えます。
　●頭を両手で支え、首を動かさ
　　ないようにします。
　●声をかけ、励まします。
　●救急車が来るまで、頭を保持
　　して安静にします。

■ポイント■
　傷病者のいるところが安全であ
れば、救急隊に引き継ぐまで不必
要な移動は行わないようにしてく
ださい。
　危険な場所であるなど、やむを
得ない場合に限って、安静に必要
最低限の移動を慎重に行ってくだ
さい。

■お問い合わせ
　消防署　☎８２- ３８７２

　
　
　

３
月
中
に
一
般
国
道
８
路
線
に
合
計
�1
基
の
予
告
標
識
を
設
置  　
　
　
　

周囲の安全を確認

首が動かないように

救急ミニ知識　　
　頭を固定する手
は、ボウリングの
球を持つように、
両手の指を大きく
広げ、包み込むよ
うにするとうまく
固定できます。

緊
急
交
通
路
予
告
標
識
設
置
の
お
知
ら
せ

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
被
災
地
内
へ
の
緊
急

通
行
車
両
な
ど
の
通
行
や
、
広
域

的
な
緊
急
輸
送
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
緊
急
自
動
車
や
あ
ら
か

じ
め
登
録
さ
れ
た
車
両
以
外
の

通
行
を
、
禁
止
ま
た
は
制
限
す

る
、「
緊
急
交
通
路
」
が
指
定
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
「
緊
急
交
通
路
」
の
指
定

を
円
滑
に
行
う
た
め
、
緊
急
交
通

路
の
予
定
路
線
と
し
て
、
県
内
18

ル
ー
ト
を
事
前
指
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
時
か
ら
そ
の
路
線

を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ま
に

お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
緊
急
交
通

路
予
告
標
識
を
県
内
41
カ
所
に
設

置
し
ま
す
。

　

大
災
害
時
に
は
、
予
告
標
識
が

設
置
さ
れ
て
い
る
路
線
へ
の
通
行

を
控
え
て
い
た
だ
き
、
早
期
の
緊

急
交
通
路
の
確
保
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
予
告
標
識
設
置
路
線

　

国
道
２
号
、
国
道
９
号
、
国
道
28
号
、

国
道
43
号
、
国
道
１
７
８
号
、
国
道
２
５
０

号
、
国
道
３
１
２
号
、
国
道
４
２
６
号

■
お
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
警
察
本
部

    

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
４
４
１

　

味
わ
い
の
里
三
日
月
で
は
、
地

域
特
産
品
開
発
の
一
環
と
し
て
恒

例
の
「
三
日
月
そ
ば
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

為
後
喜
光
先
生
（
兵
庫
み
ど
り
公

社
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
家
庭
料
理

の
実
演
会
も
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
16
日
（
日
）

　
　

午
後
12
時
30
分　

表
彰
式

　
　

午
後
１
時　
　
　

実
演
会

■
と
こ
ろ　

味
わ
い
の
里
三
日
月

■
内
容

　

・
三
日
月
そ
ば
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　

・
実
演
会
「
簡
単
で
手
軽
に
で

　
　

き
る
家
庭
料
理
」

※
わ
い
わ
い
み
か
づ
き
市
も
開
催

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

味
わ
い
の
里
三
日
月　
　
　

　
　
　
　
　

☎
79
・
２
５
２
１

第
７
回
そ
ば
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

料理実演会を開催
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    ３月   March   弥生       　４月   April   卯月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　               　 １        １ ２ ３ ４ ５
　２ ３ ４ ５ ６ ７ ８　６ ７ ８ ９ 10 11 12
  ９ 10 11 12 13 14 15  13 14 15 16 17 18 19
  16 17 18 19 20 21 22  20 21 22 23 24 25 26
  23/30 

24/31 25 26 27 28 29  27 28 29 30 

　

こ
と
ば
の
お
も
み

　

卒
園
、
卒
業
な
ど
巣
立
ち
の

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
希
望
と

不
安
の
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち

は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
親

も
同
じ
で
す
。

　

こ
の
節
目
の
と
き
に
、
子
ど

も
に
意
識
し
て
こ
れ
だ
け
は
伝

え
た
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
今
ま
で
の
生
活
を

改
め
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

心
に
し
み
る
ひ
と
言
で
、
や
る

気
に
な
る
も
の
で
す
。

　

私
事
で
す
が
最
近
、
歯
科
に

通
院
す
る
こ
と
に
な
り
、
初
め

の
う
ち
は
緊
張
し
て
、
ド
キ
ド

キ
で
し
た
が
、
歯
の
治
療
と
、

歯
磨
き
指
導
の
お
話
し
の
後
、

先
生
が
「
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
ね
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
言
で
、

今
ま
で
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。
信
頼
関
係
と

い
う
の
が
芽
生
え
た
よ
う
で
す
。

　

マ
マ
プ
ラ
ザ
で
も
、
初
め
て

の
参
加
の
と
き
、
ド
キ
ド
キ
し

た
と
言
わ
れ
る
お
母
さ
ん
が
た

が
、
い
つ
し
か
友
達
も
で
き
、

心
の
内
を
話
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

子
育
て
に
は
こ
れ
が
正
解
と

い
う
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
か
た
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
そ
の
と
き
ど
き
に

悩
み
が
あ
る
も
の
で
、
そ
の
お

手
伝
い
を
す
る
の
が
私
た
ち
マ

マ
プ
ラ
ザ
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

　

時
間
を
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り

と
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
、

ス
タ
ッ
フ
が
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
「
大
き
な
耳
・
小
さ
な
口
・

優
し
い
目
」
で
す
。
こ
の
言
葉

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
フ
ル
ス
イ
ン
グ
と

い
う
ド
ラ
マ
の
中
の
言
葉
で
す
。

ま
さ
に
信
頼
関
係
を
築
く
の
に

大
切
な
こ
と
を
表
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

４
月
号
で
20
年
度
の
会
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
新

し
い
出
会
い
を
求
め
て
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

ママプラザ
　　　だより

館
内
特
別
整
理
を
実
施
し
ま
す

　

４
月
1�
日
（
日
）
～
18
日
（
金
）

　

通
常
の
月
末
整
理
日
に
は
行
え

な
い
、
所
蔵
図
書
の
整
理
を
行
う

た
め
、
４
月
13
日
（
日
）
か
ら
18

日
（
金
）
ま
で
休
館
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
図
書
の
貸
出
や

館
内
で
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

お
は
な
し
会

■
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
３
月
の
お
は
な
し

　
「
は
な
た
れ
小
僧
さ
ま
」

■
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
３
月
の
お
は
な
し

　
「
お
話
を
知
ら
な
か
っ
た
若
者
」

※
そ
の
他　

い
ず
れ
も
申
込
不
要

各
文
化
セ
ン
タ
ー
（
会
館
）
の

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

合
併
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
各
文

化
セ
ン
タ
ー
（
会
館
）
図
書
室
は
、

現
在
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

各
図
書
室
に
は
、
小
説
や
子
ど

も
向
け
の
絵
本
、
ま
た
郷
土
資
料

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
本
が
そ
ろ
っ
て

お
り
、
新
し
い
小
説
本
な
ど
も
随

時
配
架
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
か

た
で
あ
れ
ば
、
ど
の
図
書
室
で
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
各
支
所
地
域
振
興

課
、
ま
た
は
図
書
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

　 

３
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

15
日(

土
）
で
す
。

お
り
が
み
教
室

●
日
時　

３
月
22
日(

土)

　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

●
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も

　
　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
３
月
の
お
り
が
み

　
「
い
れ
も
の
に
な
る
お
ひ
な
さ
ま
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

　

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。※色文字の日は休館日です。開館時間は午前１０時～午後６時

この笑顔　大切に

図書館ものづくり講座「手作りカメラで遊ぼう」
　◆とき　３月２９日（土）午前１０時～１２時３０分　　　◆ところ　さよう文化情報センター会議室
　◆内容　手作りのカメラを作ります　　　◆講師　堂野能伸さん（京都精華大学講師）　　　◆定員　先着１０名
　◆対象　小学４年生以上　　　◆参加費　一人５００円　　　◆お申し込み　図書館　☎８２- ０８７４
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2008/ ３月号

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
８

年
近
く
経
ち
、
よ
う
や
く
『
介
護

保
険
』
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
、
介
護
者
家
族
の
介

護
疲
れ
解
消
、
日
常
生
活
上
の
不

便
さ
の
解
消
な
ど
、
介
護
を
社
会

全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
家
族
の
介

護
負
担
を
減
ら
し
て
い
こ
う
と
い

う
制
度
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、「
要
介
護
認
定
」
と
い
っ
て
、

本
人
の
心
身
状
態
や
、
介
護
の
度

合
を
審
査
し
、
介
護
が
必
要
な
状

態
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
介
護
度
が
決
定
す

る
と
、
下
の
表
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
ひ
と
つ

で
も
減
ら
し
、
家
族
の
介
護
疲
れ

を
少
し
で
も
解
消
し
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

　

介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
健
康
課
・
健
康
課
各
地

域
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

■
■
■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信(

第
21
回)

●大人向けの本
　できる大人はこう考える　高瀬淳一／著　筑摩書房
　心の貌（かたち） －昭和事件史発掘　
　　　　　　　　　　　　   柳田邦男／編　文芸春秋
　中国に人民元はない　　   田代秀敏／著　文芸春秋
　北朝鮮ｖｓ．アメリカ　－「偽米ドル」事件と大国のパ
　　　ワー・ゲーム　　　　　　    原田武夫／著　筑摩書房
　子どもの身体（からだ）力の基本は遊びです　－汐
　　　見先生の素敵な子育て　　　 汐見稔幸／著　旬報社
　自然の見方が変わる本　
　　　　　　　   日本自然保護協会／編　山と渓谷社
　糖尿病毎日のおいしいお弁当　－もう悩まない一生使え
　　　るレシピ集　　　　　　 大越郷子／監修　西東社
　家族・住い・地球が長生きできる家　－無垢の桧と外
　　　断熱で建てる地熱住宅　　 玉川和浩／著　現代書林
　いつものキッチン道具でかんたんにおいしく作れ
　るチョコレートのお菓子　坂田阿希子／著　翔泳社
　田中将大　－ヒーローのすべて　
　　　　　　　　　　  黒田　伸／著　北海道新聞社

　ＮＨＫ短歌作歌のヒント
　　　　　　　　  永田和宏／著　日本放送出版協会
　美作俳諧史　　　　　  池田土城／著　美作出版社
▲ドラキュラ城の舞踏会　－百年の迷宮　
　　　　　　　　　　　　   赤川次郎／著　角川書店
★ぬばたま　　　　　　   あさのあつこ／著　新潮社
　親指の恋人　　　　　　　   石田衣良／著　小学館
▲食堂かたつむり　　　　   小川　糸／著　ポプラ社
　楊令伝　４　　　　　　　   北方謙三／著　集英社
　そうか、もう君はいないのか　
　　　　　　　　　　　　　   城山三郎／著　新潮社
　遺したい言葉　瀬戸内寂聴／著　日本放送出版協会
▲ダンシング・ヴァニティ　   筒井康隆／著　新潮社
　八一の夏　　　　　　　   友野康治／著　ポプラ社
★こころげそう　－男女九人お江戸の恋ものがたり

　　　　　　　　　　　　　   畠中　恵／著　光文社
■新・御宿かわせみ　　　   平岩弓枝／著　文芸春秋
　殺人者は夢を見るか　上・下　
　　　　　   ジェド・ルーベンフェルド／著　講談社

●子ども向けの本
　ＮＨＫ週刊こどもニュース　’ ０７　
　　ＮＨＫ「週刊こどもニュース」プロジェクト　日本放送出版協会
　おりがみとあきばこでのりもの　
　　　　　　　　　　   いまいみさ／著　毎日新聞社
　しゅっぱつ　しんこう！　
　　　　　　　　　　   山本忠敬／さく　福音館書店
　ウォートンとモリネズミの取引屋　－ヒキガエルとん
　　　だ大冒険　５　ラッセル・Ｅ．エリクソン／作　評論社

▲は、図書館と上月図書室に、★は、図書館と南光
図書室に、■は、図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
2008.1.21 ～ 2008.2.15 受け入れ分の一部

  

が
ん
ば
ら
な
い
介
護
生
活　

Ⅲ

―  

介
護
保
険
制
度
を
有
効
に
利
用
し
ま
し
ょ
う  ―

受けられるサービス サ　ー　ビ　ス　内　容
デイサービス ( デイケア・認知症専門デイサービス ) 通所し、サービスを受ける ( 日帰り )
訪問介護 ヘルパーによる訪問援助 ( 要件によってできることが異なります )
訪問入浴介護 浴槽を自宅へ持ち込み、入浴介助
訪問看護・訪問リハビリ 専門職が自宅訪問し、看護やリハビリを行う
福祉用具貸与 ( 介護状態で要件が異なります ) 歩行器、車イス、ベッドなどのレンタル
特定福祉用具販売 ( １０万円まで／年間 ) 入浴用イスや、ポータブルトイレなど購入費用の９割を支給
住宅改修費支給 ( ２０万円まで ) ※要事前申請 手すり・段差解消などの改修費用の９割を支給
短期入所 ( ショートステイ ) 施設に一定期間宿泊する
小規模多機能型居宅介護 通いが ( デイサービス ) 中心　訪問・宿泊等
認知症対応型共同生活介護 ( グループホーム ) 少人数で共同生活し、必要な介護を受ける
施設入所 家庭介護できない時
＊介護の度合によって、金額・提供回数等異なります
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健　康
ＨＥＡＬＴＨ

南光歯科保健センター
◆予約受付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時 30 分から午後５時 30 分まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

　全国的に朝食を
食べない人が年々
増えていますが、
佐用町においても
例外ではありませ
ん。特に若い世代
に 多 く、 １ ８ ～
２９歳では男性の
２人に１人が朝食
抜きです。朝食を
食べないと、午前
中の仕事や学業に
悪影響を及ぼすだ
けでなく、生活習
慣病にかかりやすくなります。
★肥満につながる

　朝食抜きを続けると、体力や集中力の低下を招く

うえ、生体リズムも乱れてきます。そうなると当然、
仕事や学業に悪影響を及ぼします。その結果、肥満
につながり、糖尿病や高血圧などの生活習慣病にな
りかねません。このように、朝食を食べない人が増
えているのは、ライフスタイル（生活習慣）の変化
と考えられます。
★８時前に夕食を
　日本人の平均睡眠時間が、年々短くなっていると
の報告もあるように、夜更かしをする人が多くなっ
ています。夜更かしをすると、ついつい夜食を食べ
てしまい、遅い時間に夜食を食べると、睡眠が浅く
なります。また、不規則な生活は生活リズムを乱し
ます。このようなことが重なり、朝は空腹を感じな
くなり、ぎりぎりまで寝るといった悪循環に陥りや
すくなります。夜間の仕事に従事している人は別と
して、遅くとも８時までに夕食を食べ、１２時前に
寝るのが理想です。
　食事内容も、朝食は量が多くバラエティーに富ん
だものを、昼食もバラエティーに富んだものを、夕
食は軽くするといいでしょう。また、朝食を食べに
くい人は、まず食べやすいものから食べ、習慣づけ
るのが第一です。忙しいときほどしっかり朝食を食
べて、自分の体を大切にしましょう。

佐用町の若い世代の現状   朝食抜きのライフスタイルを見直しましょう

★献血のお願い★
《献血ルームのご案内》

姫路駅前みゆき通り献血ルーム
　   時　間　１０：００～１２：００
　　　　      １３：００～１７：００

　    休館日　毎週金曜日、
　 　　　    　第１・３日曜日、年末年始
   ３月は
　　町内での献血は
            ありません

■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７- ８０２０

　朝食の主な役割としては次のような３点があげられます。
１．睡眠中に低下した体温を回復し、身体活動を活発にし
　　ます。
２．脳のエネルギーである糖質を補給し、知的活動を盛ん
　　にします。
３．ホルモンや酵素の分泌を促し、生体リズムを整えます。

健康さよう２１　住民アンケート調査（平成１８年）より抜粋

　

田
中
巽
さ
ん
（
栄
町
）
が
百

寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
１
月
で
百
歳
に
な

ら
れ
た
田
中
さ
ん
を
、
町
長
が

訪
問
し
祝
福
し
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
大
変
お
元
気

な
よ
う
す
で
、
家
族
や
施
設
の

み
な
さ
ん
か
ら
、
温
か
い
祝
福

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
長
寿
祝
金
と
百
寿

記
念
品
、
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

百
歳

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

田中巽さんご家族と町長
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2008/ ３月号

★すくすく健康相談
　　　　　 　（平成 19 年９月生まれ）

　　３月１４日（金）13：30 ～

★ヨチヨチ健康相談（平成 19 年３月生まれ）

　　３月２１日（金）13：30 ～

★ 3 歳児健診（平成 17 年１月～平成 17 年２月生まれ）

　　３月１９日（火）13：00 ～

★４カ月児健診（平成 19 年１１月生まれ）

　　３月 2 ４日（月）13：30 ～

★０歳児クラス（２カ月～１歳未満）

　　4 月 7 日（月）　

　　　 　　２カ月～６カ月児　　10：00 ～ 11：30

　　  　　 ７カ月～１歳未満児　10：30 ～ 12：00

※いずれも場所は上月保健福祉センター

　

　町では、「赤ちゃんとママの行事」に紹介されてい
るように、子どもたちが元気に育つためのいろいろ
な行事を行っています。このうち、「１歳６カ月健診」

「３歳児健診」は、「母子保健法」にもとづいて行っ
ています。
健診の時期の意味とは

【１歳６カ月のころ】
　歩行が始まり世界が広がってきます。意味のある
ことばが増えてきて、おとなとのコミュニケーショ
ンが深まってきます。また、自立心が芽生え初めて、
それまでの赤ちゃん時代と比較して、反抗的に見え
ることもあります。

【３歳のころ】
　動きがダイナミックになるとともに、社会性が芽
生えてきて、同年代の友達と遊べるようになってき
ます。また、好奇心が多岐にわたり、「あれなに？」「ど
うして ?」と質問が増えてきたり、自分の思いをこと
ばで表現できるようになってきたりもします。
　「１歳６カ月健診」「３歳児健診」は、発育発達に
大きな変化が現れる「ふしめの健診」です。

健診の目的は
　健診は、子どもの成長が順調かどうかを評価する
ものではありません。いろいろなことを専門的な視
点から、保護者のかたと一緒に確認する場です。
　苦手なことや、心配なことなどをお聞きして、相
談をお受けしています。必要であれば、さらに専門
的な相談を紹介することもできます。
　詳しい健診の内容については、４月号でご紹介します。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（３月 11 日～３月 31 日分）

●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　11 日（火）13：30 ～ 15：30
●アルコール相談（要予約）
　　13 日（木）13：30 ～ 15：30
●思春期精神保健相談（要予約）
　　14 日（金）14：00 ～ 16：00
●こころのケア相談（要予約）
　　17 日（月）14：00 ～ 17：00
●専門的栄養相談（要予約）
　　18 日（火）10：00 ～ 11：30
●犬の引き取り
　　19 日（水）10：00 ～ 10：30
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　26 日（水）13：30 ～ 16：00　
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　27 日（木）13：30 ～ 15：30
※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　　☎８２- ２６２１

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続し
てください。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。

子どものための健診です

■３歳児健診
　受診票はあらかじめ自宅で記入しておきます。
　目と耳のアンケートは自宅でしておきます。
　尿を採っておきます。
　受付→尿検査→身体計測→問診 ( 個別相談 ) →歯
科健診 ( 指導・希望者はフッ素塗布 ) →栄養相談→
心理士の相談 ( 希望者・必要者 ) →内科診察

■１歳６カ月児健診
　受診票はあらかじめ自宅で記入しておきます。
　受付→身体計測→問診 ( 個別相談 ) →歯科健診 ( 指
導・希望者はフッ素塗布 ) →栄養相談→心理士の相
談 ( 希望者・必要者 ) →内科診察
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明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

まちの
  話題

　佐用朝霧園で、今年も恒例の節分祭をにぎやかに開催しました。
　まず利用者全員で、赤鬼・青鬼
に扮した職員に向かって、いり豆
を投げつけ、鬼が退散すると拍手
が沸きあがりました。 
　その後、年男年女の利用者が、
いり豆やアメ、チョコ、甘栗など
をみんなに配り、楽しく今年１年
の健康を祈願しました。
　年男年女の最高齢は、８４歳で
した。

無病息災を願って豆まき　　　　   － 佐用朝霧園 － 

職員が扮した鬼に豆を

　２月７日にマックスバリュ佐用店で、食育体験学習
会が開催されました。
　午前中に、町生活研究グループ三日月地区のメンバー
３人が、三日月味噌を使った万能みそダレの豚冷しゃ
ぶサラダを作り、来客者にふるまいました。
　午後からは、佐用小学校４年生が食育体験学習会（講
師：森野眞由美さん）に参加し、野菜や果物のはたら
きや、排泄の大切さなどを学びました。また、売り場
で野菜や果物を選ぶお買い物ゲームや、新鮮な野菜を
使ってサラダ作りも行われました。
　参加した児童は、「朝食を食べることの大切さがわか
りました。食べ物の持っている栄養やはたらきなどが
よくわかり、バランスのとれた食事をとりたいと思い
ます」などの感想を話していました。

ふれあい餅つき大会と地域安全講習会　　　　　　　　       －  上町集落福祉会  －

　２月１０日に上町クラブで、上町集落福祉会が恒例の
「ふれあい餅つき大会」を行いました。

　今回は、地域安全講習会も同時に行い、足立実雄佐用
警察署長から「防犯講話」、続いて署員から子どもの安全
についての話がありました。外では、パトカーによる兵
庫県警との交信で、交通安全のメッセージを受けました。
　そのあと、約一斗の餅米を餅つきし、あんこ餅やきな
粉餅にしてみんなで楽しく食べました。参加した子ども
たちは、「はじめての餅つきができてうれしかった。大き
な杵が重くて転びそうでした。みんなで食べた杵つき餅
は、とてもねばっこくておいしかった」と大喜びでした。

楽しく食育体験学習会に参加　　　　　　　　　 － 佐用小学校４年生など －

万能みそダレを試してみてね

楽しく餅つきをしました

食べ物について楽しく学びました
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　上月連合老人クラブ（大下一之会長）では、１月
２４日に上月文化会館で、高齢者の交通事故防止を
目的とした交通安全講習会を開催しました。
　講習会では、佐用警察署員から佐用町内における
交通事故の発生状況や、高齢者が関係する事故の割
合や形態、どのようにして事故を防止するかについ
て説明を受け、その後、駐車場で実際の車両を使い、
正しい駐車の方法や確認の方法などの講習を受けま
した。
　大下会長は「高齢者が、交通事故の被害者となら
ないよう交通事故防止の意識向上のため、これから
も啓発に力を入れたい」と話されていました。

税金の大切さがわかったよ   　　　　　－ 利神小学校６年生 、三河小学校６年生－

　１月３１日に佐用小学校６年生が、国際交流「世界の料理を作ろう」と題した授業で、４カ国の料理づく
りに挑戦しました。講師として、町内在住の山根・ハナ・スイ
ニアさん（延吉）、ゾリナ・ビンティ・アブドゥーラさん（横坂）、
尾崎・ルシンダ・英子さん（豊福）、イサフ・ナシア・ジェーム
スさん（山王）を招き、それぞれ焼きビーフン（フィリピン）、
マレーシアカレー（マレーシア）、パンケアカ（ブラジル）、レ
ンティルスープ（アメリカ）を４班に分かれて調理しました。
　児童たちは、「マレーシアカレーは、辛かったけれどとてもお
いしかったです。他の料理もとてもおいしかった。いろいろな
国には違う料理があり、違うしきたりがあることがわかりまし
た。とてもよい経験をしたと思います」と話していました。

世界の料理を作ろう　 　　　　　　　　 　　　　   －  佐用小学校６年生  －

本場の焼きビーフンに挑戦しました

　１月２４日に、利神小学校６年生と三河小学校６年
生が、社会科の授業で税金について学びました。
　これは、相生税務署と町が共催で行っている事業の
一環で、役場職員が講師となって税金について話して
いるものす。
　児童は、「今日、税金の勉強をして、税金を納めな
いと、町がごみだらけになったり、救急車を呼ぶのに
お金がかかったり、たいへんなことになるので、税金
の大切さがよくわかりました。大人になったら、ちゃ
んと税金を納めるようにしたいと思います」と話して
いました。

正しい駐車方法を実演していただきました

交通安全講習会で事故防止を再確認　　　　　　    － 上月連合老人クラブ －

熱心に税金について学ぶ利神小６年生
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２月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
１月 11 日から２月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

３月上旬～４月上旬

人のうごき
１月 11 日から２月 20 日届出分　敬称略

　人　口　２１，０７２人（－１８）
　　　　　男 １０，０６８人   （－　４）
　　　　　女 １１，００４人   （－１４）

　世帯数　　７，３４８戸（　　３）

　２月中の移動
      出生　　９人　死亡 　２８人
      転入　３２人　転出 　３１人

月
日

曜
日 内　　　容 場　　　所 時　　間

8 土 みんなで子育てシンポジウム さよう文化情報センター 13：30 ～

12 水
福祉相談 久崎老人福祉センター 13：30 ～ 16：00
町内中学校卒業式 各中学校   9：00 ～

13 木 高年大学南光教室閉講式
・学習発表会 南光文化センター 10：30 ～

18 火 高年大学三日月教室閉講式 三日月老人福祉センター 10：00 ～

19 水
行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00
役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
三日月文化センター

高年大学上月教室閉講式 上月文化会館 10：00 ～

21 金
高年大学佐用教室閉講式 さよう文化情報センター 10：00 ～
町内小学校卒業式 各小学校

25 火
弁護士相談 三日月福祉拠点施設 13：00 ～ 15：30
町内保育園卒園式 各保育園

26 水
南光支所新庁舎竣工式 南光文化センター   9：00 ～

「ねんきん特別便」記録相談会 さよう文化情報センター 10：30 ～ 15：30
27 木 ＥＭぼかし講習会 町保健センター 10：00 ～
29 土「佐用チャンネル」放送記念イベント さよう文化情報センター 13：30 ～

4/6 日
第３回佐用町桜まつり 笹ケ丘公園笹ケ丘ドーム 10：00 ～
町消防出初式 南光スポーツ公園 10：00 ～

ちょうみんカレンダー「交通災害共済」に未加入のかた
ご家族揃って加入しましょう！

　町では、平成２０年度交通災害共
済の加入募集を自治会長さんを通じ
て行ってきましたが、未加入のかた
は万一に備えてご加入ください。
■加入資格
　町内在住、在勤、在学しているかた
■共済掛金
　年額　一人５００円
■対象となる事故
　国内の道路などで自動車・自転車
などに乗っていて、衝突・接触・転
落などの事故、または歩行中にこれ
らの乗り物にはねられたり、ひかれ
たりした場合。
■見舞金
　通院３日以上の傷害で３万円か
ら、死亡の場合８０万円の支払い。
■加入方法　
　それぞれお住まいの各支所（佐用
地域は役場住民課）で受け付けます。
■お問い合わせ
　住民課　☎８２- ０６６０　

事業ごみは集積場へは出せません
　店舗・工場・事務所などの事業所か
ら出る事業系のごみは、廃棄物処理法・
町条例により、集積場所へ出すことは
できません。事業系の一般廃棄物は収
集運搬業者に委託するか、クリーンセ
ンターへ直接搬入してください。

３月、４月
祝祭日の業務

３月 ４月
２０日（木）

春分の日
２９日（火）

昭和の日
ごみの収集 ○ ○
直接搬入
■受付
午前 9 時
～
午後 4 時
30 分

燃える
ごみ
月～金

○ ○

燃えな
いごみ
月～土

○ ○

■お問い合わせ
　佐用クリーンセンター　☎８２- ０２９３

佐用クリーンセンター　★★★★★★

土曜日の「燃えないごみ」の受け入れは月一回に
　４月から、土曜日の「燃えないごみ」
の受け入れは、毎月第 3 土曜日のみと
なります。
　なお、月曜日から金曜日は、今まで
通り「燃えるごみ」「燃えないごみ」
ともに受け入れます。
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　水道課では、水道メーターの検針
員を募集しています。
■資格要件
　年齢が４０歳～５９歳までのかた
で男女は問いません。
　普通自動車免許のあるかた。
■仕事の内容
　偶数月の月初めに 4 日間程度、水
道メーターの検針を行っていただき
ます。
■初回検針
　平成２０年４月の検針です
■検針地域
　南光地域中安地区の約４２０件
■申込み期限
　３月１７日 ( 月 )
■お問い合わせ・お申し込み
　水道課　☎８６- １２１２

■受験資格　
①昭和５４年４月２日～昭和６２年
　４月１日生まれのかた
②昭和６２年４月２日以降に生まれ
　たかたで次に該当するかた
　(1) 大学を卒業したかた及び平成２１
　　年 3 月までに卒業見込みのかた
　(2) 人事院が (1) と同等の資格があ
　　ると認めるかた
■申込受付期間
　4 月１日（火）～４月１４日（月）
　（郵送の場合４月１４日までの通信日付印有効）
■申込書提出先
　第１次試験地を所轄する国税局
　（沖縄国税事務所）

■試験日及び試験種目
【第１次試験】６月１５日（日）

　教養試験（多枝選択式）、専門試
験（多枝選択式）、専門試験（記述式）

【第２次試験】７月２８日（月）～
　７月３１日（木）
　人物試験、身体検査
■試験地

【第１次試験】京都市、大阪市
【第２次試験】大阪市

■お問い合わせ・お申し込み
　相生税務署総務課
　☎０７９１- ２３- ０３８０

■受験資格
　昭和５４年４月２日以降に生まれ
たかた
■受付期間４月１日（火）～
　４月１０日（木）
■第１次試験日
　５月１８日（日）
■お問い合わせ
　近畿地区国立大学法人等職員統一
採用試験事務室
　☎０７５- ７５３- ２２２７

　　

募　集

佐用町役場 ( 代表）　       ☎  82-2521
　　　　　　　　　　    FAX  82-0131
総務課　　　　　　　　☎ 82-2549
住民課　　　　　　　　☎ 82-0660
税務課　　　　　　　　☎ 82-0662
水道課　　　　　　　　☎ 86-1212
佐用クリーンセンター　☎ 82-0293
智頭急行㈱運輸部営業課　
　　　　　　　　   ☎ 0858-75-2595

平成２０年度
国税専門官採用試験

水道検針員の募集

今月の
納税

３月１７日（月）です
 　

口座振替日は４月２２日（火）です
納税は納期限までに

確定申告による
所得税の納期限は

国立大学法人等職員
統一採用試験

年度末は、申請ラッシュ
神戸運輸監理部からのお願い

　自動車の検査・登録手続きは比較
的すいている３月中旬までに。
■お問い合わせ
　姫路自動車検査登録事務所
　登録関係
　　☎０５０- ５５４０- ２０６７
　検査関係
　　☎０７９２- ３１- ４８０１

　この度のダイヤ改正では、普通列車・特急列車ともに、列車の時刻が大幅に変わります。
　智頭急行の特急列車の改正後時刻表は、下記のとおりですが、普通列車及びＪＲ各社の改正後時刻など詳細は、４月
上旬に配布予定の時刻表をご覧ください。■お問い合わせ　智頭急行㈱運輸部営業課　☎０８５８- ７５- ２５９５
平成２０年３月１５日改正（特急列車・大原～上郡のみ抜粋）
◆智頭線時刻表　　鳥取・智頭→上郡方面

特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急
ｽｰﾊﾟｰ

は

く

と

2

号

ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ ｽｰﾊﾟｰ
い

な

ば

2

号

は

く

と

4

号

い

な

ば

4

号

は

く

と

6

号

は

く

と

8

号

い

な

ば

6

号

は

く

と

10

号

い

な

ば

8

号

は

く

と

12

号

は

く

と

14

号

い

な

ば

10
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92

号

智

頭

線

大原 発 726 759 938 1050 1136 1337 1443 1537 1708 1740 1923 1948 2232

佐用
着 737 810 948 1101 1147 1348 1455 1548 1719 1751 1934 1959 2244
発 738 811 949 1101 1147 1348 1455 1548 1719 1751 1935 2000 2244

上郡 着 749 823 1001 1113 1200 1359 1508 1559 1731 1802 1946 2012 2257

◆智頭線時刻表　　上郡→智頭・鳥取方面
特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急 特急
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智

頭

線

上郡 発 603 902 950 1048 1143 1243 1419 1444 1644 1803 1845 2021 2131

佐用
着 615 913 1003 1100 1157 1254 1431 1455 1655 1815 1857 2033 2142

発 616 914 1004 1102 1157 1255 1432 1456 1656 1815 1857 2034 2143
大原 着 630 925 1015 1113 1208 1306 1443 1507 1707 1826 1909 2045 2154

３月 15 日（土）からＪＲ各社、智頭急行のダイヤが大幅に改正



「天文台公園のテレビ番組がスタート」
　２０１１年のテレビ放送
完全デジタル化に伴い、佐
用町では光ケーブルネット
ワークを整備し、新しいデ
ジタルテレビ時代を迎えよ
うとしています。
　 ケ ー ブ ル テ レ ビ の 基 本
サービスに加入していただ
くことで、地上デジタル放
送はもちろん、自主放送番組として「佐用チャンネル」
が楽しめます。西はりま天文台公園も５分間の番組を企
画・制作し「佐用チャンネル」にて放映していきます。
２月から３月にかけてのテスト放送では「オリオン座」
を特集しています。 
　今後も、天文台研究員が登場し、町内のかたがたに星
空の見どころや天文台公園のイベント紹介をしていく予
定です。ぜひ、ご期待ください。 
　　　　　　西はりま天文台嘱託研究員　内藤博之 
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　　  わが家のアイドル

 天文クイズ
　西はりま天文台公園の番組名は？ 
 　  (1) キラキラチャンネル　(2) この星見ナイト
　   (3) 星空だいすき　　　　(4) なゆたの時間ですよ
　
　先月のクイズの答え　（1）アルベン波

編集・発行 / 佐用町役場　広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )

上 月 支 所 ：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南 光 支 所 ：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

 FAX　0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

テレビ番組出演中の石田俊人
天文台長

　 テ レ ビ か ら 好
き な 曲 が 流 れ る
と、マイクを片手
に歌ったり、弟の
お世話をしたりす
るのが大好きな愛
来と、そんなお姉
ちゃんが大好きで
後をついてまわっ
ている翔暉です。
　二人いつまでも
仲良く元気に大き
くなってね。　　
　
　パパとママより

  小 南   愛 来 ちゃん
               

  小 南   翔  暉 ちゃん 　３月２２日（土）に「ドラえもん　のび太と緑の
巨人伝」と「母べえ」を上映します。

■とき　　３月２２日（土）　
■ところ　おりひめ文化ホール
　　　　　（さよう文化情報センター）
■時間・入場料
　「ドラえもん　のび太と緑の巨人伝」
　　午前１０時３０分上映（１回）
　　前売り　一般（高校生以上）１，３００円
　　　　　　小人（3 歳から中学生）８００円
　　当日　　一般１，８００円　
　　　　　　大学・高校生１，５００円
　　　　　　小人（３歳から中学生）１，０００円
　　　　　　シニア（６０歳以上）１，０００円
　　　　　　（要証明）
　「母べえ」　　
　　午後２時００分上映（１回）
　　前売り　一般（高校生以上）１，３００円
　　当日　　一般１，８００円
　　　　　　大学・高校生１，５００円
　　　　　　小人（３歳から中学生）１，０００円
　　　　　　シニア（６０歳以上）１，０００円
　　　　　　（要証明）
■お問い合わせ　
　さよう文化情報センター　☎８２- ３３３６

おりひめサタデーシネマ


